
＜事後＞（帰りの会）
①決めたこと（ミニオリンピック等）を
実践した後、活動の振り返りを書く。

②振り返りの場面で、
ＩＣＴ機器を使い、
合意形成できたかを
共有する。

手立て②
次につなげる振り返り

【教師の願い】主体性と合意形成力を育み、自分たちで決めるよさを実感させたい。

＜ 成 果 ＞
①「エブリ・ワン」シートの活用により、一人一人の自発的な
発言を促し、話合いが深まった。また、「ＡとＢを合わせる」
「納得して譲る」など、自分たちで合意形成をしていく力
を高めることができた。

②「ワン・アップトーク」では、反省とともに「またやりたい。」
「決めたかいがあった。」等、次の活動への意欲も引き出す
ことができた。

③学級活動コーナー、学級通信等の補助的支援により、
決めること、決めてきたことが見える化し意欲につながった。

＜ 課 題 ＞
●一人一人の思いを生かした話合いになる
よう、何について合意形成をさせたいかを
明確にし、「みんなが盛り上がる○○をし
よう」等の話合いのめあてを工夫する必要
がある。

●児童の切実感を高めるため、学校行事や
時期に合わせて話合いをもてるようにする。

●話合い活動の指導を積み重ねられるよう、
より計画的な指導が必要である。

特別研修員 特別活動 坂本陽一（小学校教諭）

＜事前＞（休み時間）
①話合い前に、自分の
考え（理由やそこに
こめた思い）を書く。
②担任からの賞賛の
コメントを読んでおく。

＜本時＞【話合い】
①合意形成のプロセス
の例を参考にして、
話し合う。

②「ワン・アップトーク」で
感想を発表し合う。

学級活動コーナー

手立て③
頑張りを見える化

学級通信

決めたかいが
あったね！

またやりたいね！

手立て①
｢エブリ・ワン」シートの活用


